
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 ８ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立所沢高等学校 定時制課程 ） 
 

目 指 す 学 校 像 多様な生徒一人一人に相応し、社会的自立を促す親身あふれる温かい教育       
※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 授業を大切にし、学習意欲を向上させ、基礎学力を定着させる 

２ 家庭や地域との連携を強め、教育活動を一層充実させる 

３ 学校行事等の多様な学びの機会を通じて、社会人として自立できる力を育成する 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者     名 

    生徒        名 

    事務局(教職員)   名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （   月   日  現 在 ）  実施日 令和  年  月  日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

 

＜現状＞取り出しの指導(授業)

が定着し､週３日始業前に日本語

指導を行い､始業前の自習ｽﾍﾟｰｽ

の活用がある等､実態に対応して

いる｡ 

 生徒の様子を全教員で共有･支

援を行っている。 

 

＜課題＞教員間の意思疎通・意

見交換が活発に行われている定

時制職員室の長所を活かし、授

業づくりや生徒への支援に取組

む｡ 

 

基 礎 学 力 を 定 着

し、主体的に学ぶこ

とで、実社会で生き

る力を伸長する 
 

 

 

 安心し高校生活を

送れるよう特性や様

子に応じた支援、対

応を行う 
 

 

①授業見学に取り組み、授

業づくりに活用する(初)。     

②ﾀﾌﾞﾚｯﾄ､IT､AI の授業活用

を研究する(初)｡ 

③読書活動､図書館利用(授

業利用等)を進める(初)｡ 

 

①ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ(定時制配置)

によるｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞの実施｡ 

②県の巡回支援員を活用､必要

生徒に特別支援を行う(初)｡ 

③生徒の様子を全教員で共

有・支援を行う。 

①②生徒の授業満足度（昨年

度:78%） 
 

①②主体的に授業に取り組む

生徒の割合（昨年度:67%） 
 

①②日常的に家庭学習を行う

生徒の割合（昨年度:36%） 
 

③貸出冊数、図書館活用状況 
 

 

①②専門職の活用（日本語支

援員、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、学習ｻﾎﾟｰﾀ

ｰ、地域ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ） 

 

③心身の悩みに関する相談に

満足している生徒の割合（昨

年度:70%） 

   

 

 

２ 

＜現状＞地域連携に向けての教

職員の意識は高く、年々地域と

の連携が強くなっている。近年

「総合的な探究の時間」でｵﾝﾗｲﾝ

による国際交流も進めている。 

 

＜課題＞有資格ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱをはじめ

とする日本語指導(始業前)を週

3 日から 4 日へと対応を厚くし

たいが､指導教室が不足してい

る｡ 

 定時制の魅力を発

信し、保護者や地域

からの信頼を高め、

共育を実現する 

①定時制ＨＰを活用する。 

②文化祭 11/6による魅力発信｡ 

 

③有資格ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱによる日

本語指導(始業前)の実施｡ 

 

④地元の職業人(西武球団)

と連携したｷｬﾘｱ教育の実施。 

 

⑤保護者対象の授業見学会

(全学年)を実施する。 

①②定時制ＨＰの活用状況 

 

③日本語指導の実施状況（一

昨年度:176 回） 
 

 

④地域人材や地域機関との連

携・活用の状況 

 

⑤保護者の学校理解度と満足

度（昨年度:96%） 

 

    

３ 

＜現状＞約８割近くの生徒が本

校に入学してよかったとアンケ

ートに回答しているが、約半数

の生徒は今の自分に満足してい

ないという現状が存在してい

る。 
 

＜課題＞卒業後の自分を想像で

きるよう、目標を持つことや考

えることを促し、現在の状況の

改善や充実を図るようにする。 

一生を通じたｷｬﾘｱ

形成について考えさ

せ、自立を支援し、

よりよい進路実現を

図る 

①学びの機会としてﾊﾝﾄﾞﾒｲﾄﾞ

の修学旅行(2 泊 3 日)を実施｡ 

 

②給食の実施で､健康保持や

望ましい食習慣を確立する｡ 

 

③生徒主体を目途とする生

徒会活動･行事を実施する。 

 

④ｷｬﾘｱ教育を通じ､学びの大

切さや進路意識を高める｡ 

①修学旅行の満足度 

②食習慣の確立の状況 

 

③行事の参加意欲（昨年度:60 

%）行事の楽しさ(昨年度:63%) 

 

④自己肯定感の高い生徒の割

合（昨年度:51%） 

④卒業後の目標を持っている

生徒の割合（昨年度:65%） 

④進路指導への取組・満足度

(昨年度:52%) 

    

 

 


